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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】成膜の制御性および安定性が高く大面積化が可

能でしかもコストの低い遷移金属カルコゲナイド層状膜

を形成する方法を提供する。

【解決手段】遷移金属ブロック３２を酸化させてその表

面に遷移金属の酸化物層を形成することと、酸化物層か

ら酸化物を昇華させて専用配管２３を介して第１の不活

性キャリアガスとともに酸化物のガスを基板３８に供給

することと、カルコゲン原子を含む反応性ガスを第２の

不活性キャリアガスとともに基板３８に供給することと

、酸化物のガスおよび反応性ガスの基板３８への供給時

に基板３８を加熱することと、酸化物のガス、反応性ガ

ス、第１の不活性キャリアガスおよび第２の不活性キャ

リアガスを排気することを含む、膜を形成する方法であ

る。
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